
 

 

 
交換留学 帰国報告書 

Part I 実践編 

Part II ふりかえり編 

 

 

基本情報 

記入年月日 2026 年    1 月    23 日 

所属・学年（留学時） 人間科学部  コミュニケーション学科  3 年 

留学先大学 Langara College 

留学先国 カナダ 

留学開始－終了日 2025 年   8 月  30 日 － 2025 年   12 月  18 日（約 4 カ月） 

 

 

実践編  

I. 留学前準備 

１．留学を考え始めたのはいつ頃ですか？ 

大学入学時（2023年 4月頃） 

 

２．留学をしようと思ったきっかけを教えてください。 

英語教員になるために必要な英語力を身につけるため。そして、異文化や多様性への理解を深めるため。 

 

3．次の項目のうち、はじめのころに準備をしたものにチェックをいれてください（複数回答可）。 

☐ パスポートの取得    

 国際交流語学学習センターの利用（Drop-in Lab 含む）    

 先輩の話を聞く 

 常磐大学主催の留学生との交流イベントに参加する    

 常磐で関連授業を履修    

☐ e-Learning    

 語学試験のための勉強    

☐ 現地の情報収集    

 家族の了解    

 留学資金の調達（アルバイトなど） 

☐ その他（記入）＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

4．語学試験対策として具体的にどのようなことを行いましたか。 



 

 

TOEICの試験対策として、語彙と文法に重点を置いて学習しました。「1日 1分！炎の千本ノック！」は大学 1年生の頃か

ら使用しており、1問 1答形式のため、自分の間違いにすぐ気づける点が魅力です。時間があるときには、ノートに問題

を解き、解説に書かれている重要なポイントをメモしていました。空き時間には、以前解いた問題を見返し、頭の中で回

答を考えてから解説を読むという方法で取り組んでいました。 

加えて、リスニング力と語彙力を向上させるために、TED Talks を週に 4～5本視聴し、分からない単語をノートにリスト

化しました。 

 

5．上の対策のうち、とくに手ごたえや効果があった、あるいは楽しかったものがあれば、教えてください。 

特に手ごたえや効果を感じたのは、「1日 1分！炎の千本ノック！」を使用した勉強です。問題に登場する単語の意味が整

理されていて、解説も丁寧に書かれています。そのため、問題を解くことで問題形式に慣れるだけではなく、語彙力や文

法構造への理解力が向上しました。 

 

6．各種語学能力試験などの受験回数について教えてください。  

TOEIC IP 4 回 

TOEIC 公開テスト 1回 

CASEC 3回 

つづきます。 

 

II. 留学中―大学生活、キャンパスについて― 

１．キャンパスやキャンパス周辺の雰囲気を教えてください。あなたが好きだったところは？ 

キャンパス内には植物が多く、水も流れていて、自然を感じられる環境です。特にお気に入りだったのは、図書館です。

3階建てで、上の階に行くほど静かになり、学習に集中しやすい空間になっています。友人と相談しながら課題を進めた

いときは 1階を、1人で集中して取り組みたいときには 3階を利用するなど、目的に合わせて使い分けていました。 

また、キャンパス周辺には公園やカフェも多く、私はよくキャンパス近くのカフェで、朝や放課後に課題に取り組んでい

ました。 

 

２．次のもので整っている施設や環境について教えてください。分かる範囲で構いません。（複数回答可） 

 カフェテリアなど飲食をする場所    

☐ 日用品などが買える売店    

☐ 銀行/ATM    

☐ 郵便局 

 ネット環境（Wi-Fi）    

 PC ルーム    

 アドバイザーや心理カウンセラー 

 図書館の利用    

☐ 学習サポートデスクやバディ、チューター制度    

 利用できるスポーツジム・プール 

 その他：給水機 



 

 

 

３．上のもの（あるいは他にも）、あまり整っていない、あるいは「無くて困った」設備・施設を教えてください。 

特にありません。 

 

４．授業以外の活動やイベントはありますか？あなたは参加しましたか？ 

毎週水曜日は“Independent Study Day”とされており、授業はなく、自主的に学習を進める日でした。しかし、隔週で

発音や会話練習のワークショップが開かれていたため、私はそれにも参加しました。さらに、Langara Collegeで日本語

を教えている日本人の先生の授業にも参加させていただき、現地の学生たちと日本語での会話練習や音読を行ったりもし

ました。 

 

III. 留学中―履修登録や授業について― 

１．履修した科目について教えてください。 

1 科目目 

A) 科目名（担当教員名）：LEAP 2B (Paul Abbott) 

B)時間数／週（単位数）： 16 時間  (4時間/日×4日) 

C) 受講生の人数（約）：   13 人 

D)  授業の内容や宿題について具体的に教えてください。： 

LEAPプログラムでは、パラグラフライティングの書き方を学んだほか、ペーパーバックの物語やシェイクスピアの作品

を読み、登場人物の心情や背景を分析する活動にも取り組みました。14週間で 7つの異なるテーマを扱うため、英語で

幅広い分野について学ぶことができました。 

宿題は、英語の文章を読んで問題に答えたり、リスニング音源を聞いて内容をワークシートにまとめたりするものが中

心でした。私は毎日 3時間ほど取り組んでいました。 

E)  評価方法（当てはまるものに☑をしてください。） 

 小テスト    

 プレゼンテーション    

☐ レポート    

 グループワーク    

☐ その他： 

F)  あなたの行った予習・復習などの授業外の勉強： 

授業で日本語での意味が分からない単語が出てきたときには付箋にメモし、放課後に意味や品詞を調べて理解を深め、

語彙を増やすことを意識していました。また、配布されたワークシートの見直しや、授業で解いた問題を解き直して、

授業内容を自分自身でもう一度確認し、次の授業につなげられるように復習を重視していました。 

さらに、授業外の勉強として発音やアクセントの練習にも自主的に取り組みました。日本から持参した発音のテキスト

と付属の音源を活用し、自分の発音とアクセントを磨きました。 

２科目目 

A) 科目名（担当教員名）： 

B)時間数／週（単位数）：  

C) 受講生の人数（約）：    人 

D)  授業の内容や宿題について具体的に教えてください。： 



 

 

 

E)  評価方法（当てはまるものに☑をしてください。） 

☐ 小テスト    

☐ プレゼンテーション    

☐ レポート    

☐ グループワーク    

☐ その他： 

F)  あなたの行った予習・復習などの授業外の勉強： 

 

３科目目 

A) 科目名（担当教員名）： 

B)時間数／週（単位数）：  

C) 受講生の人数（約）：    人 

D)  授業の内容や宿題について具体的に教えてください。： 

 

E)  評価方法（当てはまるものに☑をしてください。） 

☐ 小テスト    

☐ プレゼンテーション    

☐ レポート    

☐ グループワーク    

☐ その他： 

F)  あなたの行った予習・復習などの授業外の勉強： 

 

４科目目 

A) 科目名（担当教員名）： 

B)時間数／週（単位数）：  

C) 受講生の人数（約）：    人 

D)  授業の内容や宿題について具体的に教えてください。： 

 

E)  評価方法（当てはまるものに☑をしてください。） 

☐ 小テスト    

☐ プレゼンテーション    

☐ レポート    

☐ グループワーク    

☐ その他： 

F)  あなたの行った予習・復習などの授業外の勉強： 

 

５科目目 

A) 科目名（担当教員名）： 



 

 

B)時間数／週（単位数）：  

C) 受講生の人数（約）：    人 

D)  授業の内容や宿題について具体的に教えてください。： 

 

E)  評価方法（当てはまるものに☑をしてください。） 

☐ 小テスト    

☐ プレゼンテーション    

☐ レポート    

☐ グループワーク    

☐ その他： 

F)  あなたの行った予習・復習などの授業外の勉強： 

 

 

IV. 留学中―生活環境について― 

生活環境について空欄に記入、あるいは、該当する箇所にチェックをしてください。 

形態 ☐寮   

ホームステイ  

部屋人数 （ 1 ）人部屋  

ルームメイト・家族構成 ホストファザー（中華系カナダ）、ホストマザー（中華系カナダ）、ホストブラザー（14歳）、他の留学生 1人（韓国） 

寮・ホームステイの費用に 

含まれていないもの 

(複数回答可) 

☐ 光熱費  

☐ 水道代  

☐ インターネット代 

☐ 食費（朝） ☐食費（昼） ☐ 食費（夜） 

☐ その他（記入）： 

ネット環境  有  ☐ 無  

詳細（問題なくつながりましたか？）： 

問題なくつながりました。 

自分の部屋にあったもの 

(複数回答可) 

 クローゼット   ☐ 固定電話   ☐ シャワー・浴室   ☐ トイレ 

☐ 冷蔵庫   ☐ キッチン    冷暖房（エアコンなど） 

☐ その他  （                                   ） 

共有の場にあったもの 

（複数回答可） 

留学生専用のバスルームとして、洗面台・トイレ・浴室がありました。 

 

 

つづきます。 



 

 

 

V. 全般―大変だったこと、後輩へのアドバイス― 

１．勉学について。下の問から、最低２つ選んで、その理由とともに回答してください。 

常磐大学と派遣先のどちらについてでも構いません。 

A) 履修登録のときに、気をつけておくべきことはありますか？ 

B) 読み替えられなかった科目・帰国後、常磐で認定されなかった科目はありますか？それはどうしてですか？ 

C) 大学の授業のことでアドバイスはありますか？ 

D) 授業についていくのは大変ですか？授業内容が分からないときはどうすればいいですか？ 

E) おススメの授業はありますか？それはどうしてですか？ 

D）授業についていくのは大変ですか？授業内容が分からないときはどうすればいいですか？ 

授業についていくことは決して簡単ではありませんでした。先生は分かりやすい文法や語彙を使って説明してくださった

のですが、授業のペースが速いため、指示を聞き逃したり、メモが追いつかなかったりすることがありました。そのよう

なときは、クラスメイトに先生が出した指示内容を確認したり、ノートを見せてもらったりして、授業についていくこと

ができました。自分の力だけで頑張ることも大切ですが、現地での授業ではクラスメイトと助け合いながら学ぶ姿勢を持

つことが重要だと感じました。 

 

E）おススメの授業はありますか？それはどうしてですか？ 

留学に行く前には、常磐大学で英語を使って話す授業である“Discussing Current Issues”や“Speaking for 

International Communication”を履修することをおススメします。これらの授業を通して、英語で話すこと・自分の意

見を英語で伝えることに慣れることができ、実際に現地の授業でディスカッションや話し合いを行う際に役立つ表現や言

い回しを身につけられます。そのため、留学先での授業にも繋がり、活かされる授業だと思いました。 

 

 

 

 

２．4 年生、あるいは、教職などの資格科目を取っている学生に質問します。 

特に気をつけなければならなかったことや、あなたがしたこと、あるいは困ったことについて教えてください。 

私は英語教職課程と日本語教師養成課程を履修しています。最も気をつけなければならないのは、教職科目や資格科目の

単位を早めに取得しておくことです。留学中の学期にこれらの授業を履修することは難しいため、1年生のうちから履修

可能な科目は計画的に取っておくことをおすすめします。 

また、3年生で留学をする場合、教職課程の教育実習と時期が重なる可能性があります。私自身も本来は 3年生の 9月や

10月に教育実習へ行く予定でしたが、留学に合わせて 3年生の 4月に変更していただきました。教育実習についても、留

学前に行うか、帰国後の 4年生で行うのかなど、教職センターや英語教職の先生方、教育学科の先生方と早めに相談して

おくことが大切だと感じました。 

 

 

 

 

３．日常生活について。下の問から、最低２つ選んで、その理由とともに回答してください。 

A) 持っていくとよい生活必需品などはありますか？反対に、持って行かなくてもよかったものはありますか？ 

B) お土産などは買っていきましたか？どんなものが喜ばれますか？ 

C) 現地の人とコミュニケーションをとる機会はありましたか？それとも留学生あるいは日本人ばかりでしたか？ 

D) 服装やマナーなどで気を付けておかなければならないことはありますか？ 

E) 想像していた留学のイメージそのままでしたか？ 



 

 

F) 留学していた時は、どのようにお金を管理していましたか？カードを作りましたか？ 

B）ホストファミリーへのお土産として、日本のお菓子と緑茶、和柄のボールペン、箸、箸置き、おもちゃが入ったバスボ

ムなどを持っていきました。また、レトルトのカレーと白米、味噌汁を持っていき、夕飯に日本食を振る舞いました。日

本のスーパーに売っているお菓子はカナダでも買うことができるため、茨城県やその地域でしか売られていない限定のお

菓子を持っていくと喜ぶと思います。私は留学前に大阪に行ったので、大阪城のストラップと万博のお菓子をあげたとこ

ろ、とても喜んでもらえました。 

 

F）私は主にクレジットカードとデビットカードを使用していました。現金を多く持ち歩かなく必要がないことに加え、

特にレストランでは会計時にカード決済用の端末が出され、そのまま支払いを求められることが多かったためです。 

ホームステイ費は現金で支払う必要があったため、その際は銀行で現金を引き出しました。しかし、デビットカードでは

エラーが出て引き出せないことが多くありました。留学先で ATMを利用する場合には、クレジットカードを持っていくこ

とをおすすめします。 

 

４．その他、教えてあげたほうがいいと思うことをどうぞ。 

バンクーバーは秋から冬にかけて雨の日が多くなります。そのため、折りたたみ傘やレインコート、可能であればレイン

ブーツを持っていくと良いと思います。 

つづきます。 

 

VI. 全般―費用について― 

１．留学にかかるおおよその必要経費について教えてください。 

内容 金額 内容 金額 

渡航費 約 260,000円 食費 （ホームステイに含まれる） 

保険代 約 53,000円 ホームステイ費／寮費 約 420,000円（食費含） 

ビザ代 800円 教科書・学用品代 5,000円 

交際費（外食等） 80,000円 その他 200,000円 

  

                                       

 

2. 現地でのお金の使い方について気を付けていたこと、気をつけるとよいことがあれば教えてください。 

現地ではカード決済が中心だったため、買い物後はスマホアプリで利用明細を開き、日本円での金額をこまめに確認する 

ようにしていました。また、街の至る所に給水機があるため、節約のためにペットボトルは買わず、マイボトルを持ち歩

いていました。 

もちろん節約も大切ですが、カナダでしかできない経験や食べられないものがたくさんあります。お金の使い方を工夫し

ながらも、「今、ここでしかできないこと」を楽しむことを常に意識していました。 

 

 

 

 

 

合計：1,018,800円（うち奨学金： 840,000円）  



 

 

Part II ふりかえり編 
A．留学の動機や目標の達成と、留学生活全般に関するふりかえり 

１．派遣留学に応募した動機を、改めて簡潔に記載してください。 

私は中学生の頃から英語が好きで、いつか留学をして海外で生活することを夢見ていました。常磐大学に入学後、提携校と

の留学制度があることを知り、入学当初からその制度を利用して留学することを目指してきました。 

私が留学先としてカナダの Langara College を選んだ理由は、将来、英語を教えるだけではなく、外国にルーツを持つ生徒

たちへの日本語の指導・支援を行い、生徒一人一人に寄り添える英語教員を目指しているからです。カナダは移民国家なの

で様々な文化背景を持った方々と交流することができます。その交流を通して、異文化や多様性への理解と尊重の心が育ま

れ、教員として生徒一人一人に寄り添う資質を養うことができると考えました。Langara College の LEAPプログラムでは自

分のレベルに合った授業で 4 技能を学び、ホームステイでは実践的な生きた英語を学ぶことができるため、英語教員に必要

な英語力が身に付けられると思い、カナダへの派遣留学に応募しました。 

 

２．下の項目について最も当てはまる□にチェック（PCの場合はクリック）を入れてください。 

No. 質問項目 非
常
に 

当
て
は
ま
ら
な
い 

当
て
は
ま
ら
な
い 

ど
ち
ら
と
も 

い
え
な
い 

当
て
は
ま
る 

非
常
に 

当
て
は
ま
る 

 

該
当
し
な
い 

この留学体験によって 1 2 3 4 5 

 

0 

-- あなたの語学学習に関連した目標は達成された。 ☐ ☐ ☐ ☐  

 

☐ 

-- あなたの専攻に関連した目標は達成された。 ☐ ☐ ☐ ☐  

 

☐ 

LT1 今後の、たとえば、卒業後の職業生活において、留学で得たことが生かせる場面があると

思う。 

☐ ☐ ☐ ☐  

 

☐ 

LT2 今後の、たとえば、日常生活を送るうえで、留学で得たことが生かせる場面があると思う。 ☐ ☐ ☐ ☐  

 

☐ 
 

  

       

留学全体をふりかえると、留学前に比べて留学を終えた今は、 1 2 3 4 5 

 

0 

A1 自身の生活を豊かにするために、今後やりたいことの具体的なイメージがある。 ☐ ☐ ☐ ☐  

 

☐ 

A2 地域社会の中で果たす役割について、具体的なイメージがある。 ☐ ☐ ☐ ☐  

 

☐ 

A3 世界を良くしていきたいと思う気持ちがある。 ☐ ☐ ☐ ☐  

 

☐ 

A4 日本の社会を良くしていきたいと思う気持ちがある。 ☐ ☐ ☐ ☐  

 

☐ 

A5 茨城（自分の地元）を良くしていきたいと思う気持ちがある。 ☐ ☐ ☐ ☐  

 

☐ 
         

留学中のあなたについて振り返って、 1 2 3 4 5 

 

0 

CC1 日本では感じなかった多様性を、現地で感じることがあった。 ☐ ☐ ☐ ☐  

 

☐ 

CC4 現地の人々（他の留学生含む）と異なる感覚を持っていたり、行動を取っていたと感じるこ

とがあった。 

☐ ☐ ☐ ☐  

 

☐ 

CK1 あなたが日本人である、あるいは、日本から行ったことを意識させられることがあった。 ☐ ☐ ☐ ☐  

 

☐ 
         

留学前のあなたと、留学を終えた後のあなたを比較すると、 1 2 3 4 5 

 

0 

CC2 日本の中の多様性を発見できている。 ☐ ☐ ☐ ☐  

 

☐ 

KA1 世の中で起こっている人災や、自然災害、経済活動、政治の動きなどに関心を持ってい

る。 

☐ ☐ ☐ ☐  

 

☐ 

CB1 常磐大学（日本）で学んだ・学んでいることが、日常生活において役立つものであると感じて

いる。 

☐ ☐ ☐ ☐  

 

☐ 

CB3 地域社会・周囲の人のために行動を取りたいと感じたり、活動に参加したいと感じている。 ☐ ☐ ☐ ☐  

 

☐ 

CB5 周囲の人々（家族や友人、地域の人）のことを意識することが増えている。 ☐ ☐ ☐ ☐  

 

☐ 

CB6 実際に、以前よりも家族とかかわりを持つようになっている。 ☐ ☐ ☐ ☐  

 

☐ 

CB8 実際に、授業以外でも、他人とかかわりを持つような場（サークルやボランティア）に足を運

ぶようになっている。 

☐ ☐ ☐ ☐  

 

☐ 



 

 

CK2 日本に存在する暗黙のルールや偏見について気がついている。 ☐ ☐ ☐ ☐  

 

☐ 

CK3 日本に存在する暗黙のルールや偏見について、留学体験をもとに説明することができてい

る。 

☐ ☐ ☐ ☐  

 

☐ 

次のページへ進んでください。 
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CW1 他の文化的背景をもつ人々の歴史観や、価値観、政治、コミュニケーションの取り方や文

化、価値観、習慣などの複雑さについて、気がついている。 

☐ ☐ ☐ ☐   ☐ 

CW2 他の文化的背景をもつ人々歴史観や、価値観、政治、コミュニケーションの取り方や文

化、価値観、習慣などの複雑さを理解し、留学体験をもとに説明することができている。 

☐ ☐ ☐  ☐ 

 

☐ 

SE1 幅広い視野でいろいろな人の立場から物事をとらえることができるようになっている。 ☐ ☐ ☐ ☐  

 

☐ 

SK1 自分とは異なる考えをもつ人と上手にコミュニケーションをとる自信がある。 ☐ ☐ ☐  ☐ 

 

☐ 

SK2 自分とは異なる考えをもつ人と上手にコミュニケーションをとるための具体的なスキルを持

っている。 

☐ ☐ ☐  ☐ 

 

☐ 

AC1 他の文化に対する関心が高まっている。 ☐ ☐ ☐ ☐  

 

☐ 

AC2 日本の文化に対する関心が高まっている。 ☐ ☐ ☐ ☐  

 

☐ 

AC3 茨城（自分の地元地域）の文化に対する関心が高まっている。 ☐ ☐ ☐ ☐  

 

☐ 

AO1 他者とかかわるときに、相手のことを決めつけずに、柔軟に対応できる。 ☐ ☐ ☐  ☐ 

 

☐ 

LI1 考えるときや行動を起こすときに、常磐大学のいろいろな授業で得た知識を統合的に活か

すことを意識するようになっている。 

☐ ☐ ☐ ☐  

 

☐ 

LI2 考えるときや行動を起こすときに、留学先で学んだことを活かすことを意識するようになって

いる。 

☐ ☐ ☐ ☐  

 

☐ 

LR2 留学に行ったことで、学ぶことの意味・意義に対する理解が深まったと思う。 ☐ ☐ ☐ ☐  

 

☐ 

つづきます。 

３．前のページに書いたものから抜粋して質問します。次の質問を読み、回答を記入してください。 

３．１ あなたが、語学学習あるいは専攻に関連した目標を達成したと考える理由を教えてください。 

今回の留学では、「話すこと」と「書くこと」のスキル向上を目標にしていました。留学中は、先生やクラスメイト、ホスト

ファミリーと積極的に英語で会話することで、スピーキング力を高めることができたと感じています。 

また、LEAP プログラムでは自分のレベルにあったクラスでパラグラフライティングを学びました。最後のライティングのテ

ストでは、留学当初と比べて後半には 9 割以上の点数を取れるようになり、自分の意見や考えを英語で文章化する力が確実

に伸びたと実感しています。 

 

３．２ 「卒業後の職業生活において、留学で得たことが生かせる場面があると思う」という項目ですが、具体的にどのような場面で生かせられ

ると思いますか。あるいは、どちらともいえない～非常にあてはまらない、該当せずと答えた場合、なぜそう思いましたか。 

私は大学卒業後に大学院へ進学し、中学校の英語教員になることを目指しています。今回の留学では、LEAP プログラムの授

業やホームステイを通して、実践的な英語を身につけることができました。また、カナダの英語教育について理解を深める

ため、LEAP の担当教員や現地の小学校で英語を教えている方へのインタビューを行い、第二言語として英語を学ぶ児童生徒

向けのプログラムである「ELL」や「ESL」についても調査を行いました。これらの経験を通して得た英語力と英語教育に関す

る知識は、将来英語教員として、生徒に質の高い英語教育を提供するために活かされると考えます。 

 

３．３ 「日常生活を送るうえで、留学で得たことが生かせる場面があると思う」という項目ですが、具体的にどのような場面で生かせられると思

いますか。あるいは、どちらともいえない～非常にあてはまらない、該当せずと答えた場合、なぜそう思いましたか。 

今回の留学では、様々な文化背景を持つ人々と交流する機会が多く、多様な価値観や考え方、文化に触れ、理解を深める貴重



 

 

な経験となりました。これからの大学生活や、進学・就職の場面でも多様な人々と関わる際に、相手を理解し、尊重して接す

ることができると思います。 

また、留学中にはカナダ国内の様々な場所を旅行しました。この経験を通して、「考える・計画する・行動する」というプロ

セスを実践的に身につけ、以前と比べてより行動力が高まったと実感しています。そのため、今後の大学生活においても、自

分の興味や関心、そして目標に向かって積極的に行動することができると思います。 

つづきます。 

 

４．留学中のあなたの１～４の経験について、①出来事（エピソード）と、②あなたにとってどのような意味があるかを記入してください。 

４．１ 成長につながったと思う経験 

①Langara College で日本語を教えている日本人の先生に、日本語教育に興味があることを伝え、日本語の授業を見学させて

いただけないかお願いをしたことです。 

②お願いをすることには少し勇気が必要でしたが、実際に授業を見学させていただけたことで、現地の学生がどのように日

本語を学んでいるのかを理解でき、さらにペアワークを通して現地の学生とも交流することもできました。日本語の授業を

きっかけに現地の友人もでき、非常に良い学びとなりました。この経験から、自分が興味や関心のあることには失敗を恐れ

ず積極的に行動することの大切さを学び、行動力が高まる大きな成長のきっかけとなりました。 

 

４．２ 挫折の経験 

①クラブ活動の運営や日本語の授業構成づくりなど、私よりも多くのタスクを抱えているクラスメイトが、テストで満点に

近いスコアを取っていたことです。 

②私は LEAP プログラムの授業に加えてゼミの課題やレポートがあり、LEAP プログラムの勉強と常磐大学へ提出する課題の

両立に難しさを感じていました。しかし、クラスメイトは授業外の活動にも取り組んでいるにもかかわらず、テストでハイ

スコアを取っており、悔しさを覚えました。しかし、それが私にとって良い刺激となり、寝る前に翌日に取り組むことを整理

してタスク管理を行い、効率よく学習を進めることを意識するようになりました。 

 

４．３ 葛藤を感じた経験 

①勉強と遊びの両立について。 

②留学初期、周囲の友人やクラスメイトが様々な場所へ旅行に出かけている話を聞き、私も出かけたいと思う一方で、「英語

を勉強するために留学に来たのに、遊んでいて良いのだろうか」という葛藤を抱いていました。そのとき、大学の先生から

「旅行や遊びの中にも学びがある」というお言葉をいただき、机に向かうことだけが勉強ではないということに気づかされ

ました。その後は、勉強と遊びのメリハリを意識しながらも、買い物の際に店員さんが使う語彙に注目したり、標識・看板の

英語表現を読み取ったりすることで、実践的に英語を学ぶことができました。 

 

４．４ 「もっとこうすればよかった」という経験 

①日本のアニメや野球について質問されることが多く、日本についてもっと知っておくべきだったと感じました。 

②カナダでも日本のアニメやスポーツは非常に人気があり、会話の話題となることが多かったです。しかし、私はそれらに

関する理解が十分ではなかったため、上手く質問に答えられない場面がありました。この経験をきっかけに、日本人として

自国文化についてより深く学びたいという意欲が高まりました。 

つづきます。 

 

 

 



 

 

B．留学時の授業に関連したふりかえり 

５．留学前のことについて質問します。 

常磐大学で履修した授業科目で、留学実現や留学先で役立った、と思う科目（語学科目、教養科目、專門科目関わらず）は何ですか。ど

のような部分が役立ったかも記載してください。 

 

 

１つ目の科目の科目名：Discussing Current Issues 

担当教員名：Kevin McManus 先生 

役だった部分：この授業では英語を使用し、自分の考えや意見を英語で発表したり、クラスメイトとディスカッションを

行ったりします。LEAPプログラムの授業でも、ペアワークで考えを共有し、グループでディスカッションを行うことが多か

ったため、この授業での学びが大いに役立ちました。また、この授業内では自分の意見や考えを述べる時に使えるフレーズ

や表現も紹介してくださるため、そこで学んだ英語表現を現地の授業でも実際に活用することができました。 

 

 

２つ目の科目の科目名：Speaking for International Communication  

担当教員名：Kevin McManus 先生 

役だった部分：この授業では、1つ目の科目と同様に英語を使用します。環境問題や職業、健康などの身近なトピックに

ついて理解を深めたうえで、クラスメイトと自分の考えを共有します。会話で使える文法や表現も提示してくださるため、

英語表現の幅も広がります。実際に、この授業で英語表現力が向上したことで、ホストファミリーや先生との会話もよりス

ムーズになったと感じています。また、この授業では好きな国を１つ選び、その国についてのプレゼンテーションを行いま

した。私はカナダを選び、調べる過程でカナダについての理解を深めることができ、留学前の準備としても非常に役立ちま

した。 

 

 

３つ目の科目の科目名：英語表現演習Ⅰ・Ⅱ/英語表現演習Ⅲ・Ⅳ 

担当教員名：千葉敦先生/渡邊真由美先生 

役だった部分：英語表現演習はⅠ～Ⅳまであり、この授業では英語でのパラグラフライティングの書き方を学びます。パ

ラグラフを書く際の基本的なルールや用語について理解を深めることができます。そのため、LEAPプログラムの授業でもパ

ラグラフライティングの基礎を学ぶことから、英語表現演習で身につけた知識が重なる部分も多く、授業に自信を持って取

り組めました。 

 

つづきます。 

 

 

６．留学中のことについて質問します。 

派遣先で受けた授業で、（よいあるいは悪い意味でも）印象に残っているものはありますか。その科目の説明と、印象に残った理由、またそ

の体験で気がつかされたことがあれば、教えてください。 

科目の科目名：LEAP 2B 

担当教員名：Paul Abbott 

印象に残った理由（授業スタイルについてでも、あなたとクラスメイトとの出来事でも、なんでも可）：先生の授業スタ

イルは、学生が主体的に学びに取り組める形式であったため、授業内では先生の説明を聞く時間よりも、自分の意見を考

え、共有するという時間の方が多くありました。 



 

 

その体験から気が付かされたこと：この授業スタイルによってクラスメイトと話す機会が増え、お互いに学び合おうとす

る意識が生まれ、分からないところを質問し合ったり、教え合ったりするようになりました。学生主体の授業形式にする

ことで、学生の興味・関心や理解が深まるだけではなく、クラス内の繋がりや学び合う姿勢も育まれることに気づかされ

ました。 

 

つづきます。 

 

C．留学を終えて 

７．留学経験を経て、新たに始めたこと、これからやりたいこと、今後も続けていきたいことを①自分自身のためと、②世の中のための両面から

考えてみてください。 

①自分のために、始めたこと・やりたいこと・続けていきたいことは？：AIと自分の好きなテーマについて会話できるアプ

リのサブスクリプションに登録し、英語でのアウトプット練習を行っていること。 

そのきっかけとなった具体的な出来事や考えは？： 

留学中は、ホストファミリーや先生、クラスメイトと英語で話し、日常的に英語を使っていました。しかし、日本に帰国

してからは英語を使う機会が減ってしまったため、いつでも英語を話してアウトプット練習ができる AIとの会話アプリに

登録しました。このアプリを活用し、留学中に身につけた英語力を維持し、さらに向上させたいと考えています。 

 

②世の中ために、始めたこと・やりたいこと・続けていきたいことは？：大学卒業後、海外で一定期間 TA（Teaching 

Assistant）として言語学習のサポートに携わりたいと考えていること。 

そのきっかけとなった具体的な出来事や考えは？： 

今回の留学では、カナダの英語教育への理解を深めるため、LEAP の担当教員や現地の小学校で英語を教えている方々にイン

タビューを行い、第二言語として英語を学ぶ児童生徒向けのプログラムである「ELL」や「ESL」について調査を行いました。

これらの経験を通して、実際の学校現場ではどのような教育が行われているのかを、より実践的に学びたいと考えるように

なりました。 

将来、英語教員として質の高い英語教育を提供できる人材になるために、日本国内だけではなく海外の英語教育についても

実践的に学びたいです。そして、その知見を日本での英語教育に取り入れることで、生徒たちがより充実した英語学習を経

験できるようにしたいと考えています。 

つづきます。 

 

８．帰国生に義務づけられていること（トキワチャートルームでの留学報告会、トキワスピリットでのプレゼンテーション、留学報告書の作成・WEB

公開）以外に、後輩の留学意欲を高めるために何ができると思いますか。思いつくものを自由に書き出してみてください。 

提案してみたいアイディア・プラン：留学希望する、または留学に関心がある学生と留学経験者が交流できる場を設けるこ

と。 

それはどのような形で、後輩の留学意欲を刺激すると思いますか。： 

私は大学入学当初から留学に興味がありましたが、海外で生活することへの不安も大きく抱えていました。しかし、昨年度

に留学した先輩から直接留学生活についてのお話を伺ったことで、不安よりも期待の方が大きくなりました。この経験から、

留学希望者が留学経験者と直接話す機会を持つことで、疑問や不安が解消し、留学への意欲をさらに高められると考えます。 

つづきます。 

 

 

 

 



 

 

９．留学を目指す後輩に「これはやっておくべき！」というオススメの勉強方法や教材、留学準備はありますか？ 

厳選した 3つを選び、その理由も教えてください。 

 

おススメ①：TOEICスコアの留学基準を満たすための対策と TOEICの受験 

その理由 ：TOEICのスコアは留学基準に関わるため最も重要です。まずは 1度 TOEICを受験し、その結果から自

分の苦手分野を把握した上で、次回の受験に向けて効果的な対策を行うことが大切です。私のおすすめの勉強法は、「金の

フレーズ」で語彙力を強化し、「炎の千本ノック」で実践的に問題演習を積んだ後、過去問を解いて問題形式に慣れるとい

う流れです。 

おススメ②：英語のリスニング 

その理由 ：当たり前ですが、現地では買い物をする時もホストファミリーと話す時も、すべて英語でのコミュ

ニケーションが必要になります。そのため、現地で相手の話を正確に聞き取るためにも、留学前からリスニング力を鍛えて

おくことが大切だと感じました。そのため、私は家から大学までの通学時間に英語のポッドキャストを聞き、さらに空いた

時間には TED Talksや海外の方の YouTube動画を視聴することで、英語を耳にする時間を意識的に増やしました。 

おススメ③：国際交流語学学習センター主催の English Time への参加 

その理由 ：私は英会話の場面で、相手が話している時に相槌を打ったり、質問をして会話を広げたりすること

が苦手でした。そのため、現地で円滑にコミュニケーションが取れるように、English Time に参加し、ネイティブの先生と

週 1回・1時間程度の英会話を行いました。ネイティブの先生と話すことで、自然な言い回しを学べるだけではなく、日本

語で表現したい内容を伝えると英語でどのように伝えるかも教えていただくことができました。また、おススメ②のリスニ

ング力にも関連しますが、英語は「発音できる音は聞き取れる音」と言われています。そのため、話す練習を重ねること

が、リスニング力の向上にもつながると感じました。 

 


